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研究概要
自己免疫疾患は、自己に対する免疫寛容が破綻し、抗体産生や炎症など免疫の過剰反応によって発症するが、その

分子機構は未だに⼗分に理解されていない。我々は、免疫細胞内の脂質代謝異常が自己免疫疾患の発症を促進するこ

とを世界に先駆けて報告し、樹状細胞や B 細胞などの免疫細胞における脂質含量の減少や多価不飽和脂肪酸の増加

が細胞機能変容を介して、治療標的となる可能性を示唆してきた（eLife 4: e08009, 2015; Immunity 45: 1311-

1326, 2016; Front Immunol 12: 650856, 2021）。本研究では、多価不飽和脂肪酸を中心とした細胞内の脂質代

謝に着目して、自己免疫応答、および自己免疫応答と表裏一体の関係にある感染症やワクチン接種時の抗体産生への

影響を解明する。抗体産生における免疫細胞内の脂質代謝の意義を明らかにし、感染症などの副作用を回避できるよ

うな自己免疫疾患の早期診断マーカーの探索と治療法確立のための基盤成果を得ることを目的とする。

受領№ 1542

自然科学・工学研究部門
健康・医療 2022年度（第54回）倉田奨励金


